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　平成21年３月６日、
（社）日本銭湯文化協会
が誕生しました。
　高温多湿の気候
風土のため日本人
は 特 に 入 浴 を 好
み、その文化を愛
する国民であると

いわれています。この入浴の起源は、奈良
時代の光明皇后による立願施浴であると
伝えられています。江戸時代には湯屋・風
呂屋として、庶民の憩いの場、情報交換の
場として親しまれてきました。
　現在では、入浴は家庭単位、個人単位で
行われるようになりましたが、温泉入浴に
見られるような共同入浴の楽しみを強く
求める傾向もあります。
　本協会は、こうした日本の入浴文化とそ
れを支えてきた銭湯を、積極的に後世に語
り伝えて行くことを目的として設立しま
した。
　まず、銭湯検定初級（４級）を６月から
開始しました。問題は、３級検定と同レベ
ルと思われる難問を出題しました。国民に
入浴文化に興味を持ってもらうため、イン
ターネットでも問題を公開し、解答は、各
自在宅で書籍・インターネットなどで調べ
てよいことにしました。この検定は、10月
31日まで行っていますので、是非、チャレン
ジしてみてください。３級検定は11月29日に
東京都目白の学習院大学（予定）で行います。
　７月には、検定公式テキストも刊行し、全

国の書店で発売しました。
　また、「園児に対して社会のルールやマナー

を考えさせる道徳的な検定」「外国に向け
て日本の入浴文化の発信」「入浴文化の継
承に貢献された方々、例えば背景画ペンキ
絵師、“流し”のサービスをしている方など
に文化功労賞（仮称）の授与」なども行う予
定です。これらの活動を通して、転廃業が
続いている銭湯の利用者拡大を図ることが、
協会に与えられた重大な使命であります。
　家庭風呂がまだ普及していなかった戦後
の復興期、銭湯での入浴は日常的習慣でし
た。家庭風呂普及率が95％を超える現在、
多くが銭湯を非日常的な施設としてとらえ
ています。これらの方々に足を運んでもら
うには、「銭湯利用に遊び心を付加させる」
ことも必要です。例えば、東京都公衆浴場
業生活衛生同業組合が行っている「銭湯お
遍路（銭湯巡り）」を全国的に展開するこ
とや、施浴を起源としている銭湯なので、

「千社札」奉納コーナーの設置や銭湯名が
入った千社札の普及などが考えられます。 
　さらに、湯屋・風呂屋資料館の設置も大
きな目標です。資料館には、高座（番台）、
懸魚や兎毛通し、九谷焼のタイル絵、カラ
ン、入浴に関係のある石鹸やシャンプー、
手拭い、浴衣などの展示コーナーのほか、

入浴できる湯屋を併設し、江戸時代の２階の
ような、庶民の憩いの場、情報交換の場所も
設けたいと思います。
　ホームページアドレス http://sento.or.jp/
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▲銭湯検定公式テキスト

▼４級の合格証



癒しの店
生衛業は多種多様な癒しの担い手

ポイントは安らぎ・和
なご

みの雰囲気作り

商品・サービスへのこだわりが業績アップに

日本大学経済学部講師　池田　光男

　今号の特集のテーマは「癒しの店」である。
　癒しとは、安らぎという意味である。癒し
は不思議な力を持っており、日常生活におい
て、心身にリフレッシュの効果をもたらして
くれる。
　今や、私たちの身の回りには、心身のスト
レス要因がてんこ盛りである。これらは、過
度の緊張や疲労を招き、ひどい場合は慢性的
な心的疲労になり兼ねない。となれば、これ
らのストレスを巧みにかわす対象物が必要に
なってくる。
　癒しには、個々人の趣味や嗜好が入り込ん
でくるから対象物は多種多様であるが、その
多くは生衛業が担い手になっていることに気
付く。美容院ですっきり、居酒屋で憂さ晴らし、
豪勢な食事で満足感、映画館で感動、温泉宿
でのんびり、銭湯でさっぱり…などの主役は
生衛業である。
　そこで「お店探訪」３事例の癒しの店作り
をみてみよう。
　「百年古家『大

うふやー

家』」は、お店に沖縄らしい
雰囲気を盛り込んだ演出で癒しをもたらす空
間を作り出している。特徴は経営者が意識的
に改装などで癒しの空間を作り出しているこ
とである。
　「ペンションビッグフット奥琵琶湖」は、た
まには主婦業から解放されたいとの主婦の願
望を叶えてくれるような雰囲気作りを心掛け
ている。自然の中で何もしない贅沢の場作り
である。お客様が何を求めているかを察知す

ることが、経営の基本であることを身を持っ
て証明している。
　「珈琲考房」は、こだわりのコーヒーやケー
キを味わいながら、丘の上にある喫茶店の窓
から山並みを眺めることを売りにしている。
立地の選定、こだわりの商品は、お客様の立
場に立つ経営者の姿勢の現われである。
　以上見て来たように、生衛業は癒しの場と
して社会的な存在価値が高い。生衛業は、本
来の目的である国民大衆の衛生水準の向上以
外にも、副次的な効果として、人々の心身の
ストレス緩衝の場として重要な位置を占めて
いるのである。今や、この点に留意して新た
な経営に挑戦すべきである。
　それには、経営者が現代の社会的なニーズ
を汲み取り、それを自店の経営に取り込むた
めに迅速に手を打つことである。時代に対応
した手段であれば集客増に結びつく。こだわ
り商品、サービスを取り揃えることで、付加
価値が高まり客単価上昇に寄与する。この際、
自店の経営において、多くの人が求めている
癒しの店作りに挑戦してはいかがであろうか。

ポイントは、安らぎ・ほんわかの雰囲気作り

商品・サービスへのこだわりが、集客増や客単価上昇を後押し

求められる癒しの場、生衛業は受け入れの場
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　年間500万人以上の観光客が訪れる沖縄県。
中でも平成12年に沖縄サミットが開催された
名護市や世界最大級の水族館「沖縄美ら海水族
館」がある本部町には沖縄本島でも有数の観
光、グルメスポットが点在する。自然が多く残
り、県民や観光客らが癒しを求めて観光バスや

レンタカーでやってくる。ドライブ中に目を引
くオーシャンビューも格別だ。そんな中、明治
時代後期に建築された民家を修復し、地元で採
れた新鮮な素材を使った琉球料理を提供して
人気を集めているのが「大家」だ。

　「大家」は明治34年に現在の名護市中山に建
築された安里家、明治後期に今帰仁村湧川に建
てられた沢

た く し

岻家、昭和８年に国頭村謝敷に建設
された新

あらぐすく

城家の３軒から成る。「大家」の中心
に位置する安里家は代表取締役社長、安里清社
長の生家である。
　安里社長は「建造から100年以上経った我が
家を活用したい」と平成13年に修復。さらに南
側の沢岻家と北側の新城家を移築・復元して平
成13年７月に沖縄そばと琉球料理の店として
オープンした。
　安里家の大きな黒い梁は建造から100年以上

生衛ジャーナル　2009/9　�

古民家、花々、滝の音…

百年古家「大
うふやー

家」
住所：沖縄県名護市中山90

代表者：安里　清さん　　電話：0980・53・0280

お店探訪

（右から）佐々木部長、渡具知店長と従業員



経 っ た 今 で も
しっかりと建物
を支え、沢岻家
には釘が打てな
いほど硬い「チ 
ャーギ（イヌマ
の木）」が使わ
れるなど、歴史

の流れを感じることができる。周りは森林に
囲まれ、自然を感じながら食事を楽しむこと
ができる。
　「訪れる人に癒しの空間を提供したい」と安
里社長は水にこだわり、５つの滝を造った。１
階と２階のどのテラス席からも滝が眺められ
るようになっている。さらに沖縄の季節の花々
を楽しんでほしいと、桜や野ボタン、サガリ
バナなど様々な植物が植えられている。店内
では音楽が流れることはなく、BGMは滝の音。
夜になると虫の音も聞こえてくる。ただ食事
を楽しむのではなく、古民家で歴史を感じ、景
色、自然の音を味わいながら癒しの時間を過
ごすことができる。
　佐々木誠部長は「社長は癒しの空間を演出
するために改装を重ね、日に３回も４回も店
に顔を出し、お客様により楽しんでもらうた
めにどうしたらいいか考えている。その気持

ちがお客様にも伝わっているのではないか」と
話す。
　営業時間は昼の部が午前11時〜午後５時、夜
の部が午後６時〜午後10時。座席数は昼の部
が200席、夜の部150席となっている。２階に
は個室も用意。また家ごとで貸し切りできる
ようになっている。
　料理も昼、夜でメニューが変わるが、こだ
わりは「アグー」と呼ばれるやんばる島豚。ア
グーは高級食材として認知されてきており、沖
縄各地でもアグー料理店が増えてきている。ア
グーと称される豚は大まかにやんばる島豚、
チャグー、あぐーの３種類ある。「大家」では
生産から販売まで同じルートで行っている契
約農家から、琉球在来種アグーにアメリカ黒
豚デュロックとバークヨークシャーのハーフ
を交配させたやんばる島豚を仕入れている。ア
グーは従来の豚と比べコレステロールが４分
の１以下とヘルシー。さらにうま味成分のグ
ルタミン酸が通常の豚の３倍近くあり、アミ
ノ酸も倍以上含まれているという。肉の臭み
が少なく、柔らかい肉質が特徴。昼はアグー
を使った沖縄そば、夜はアグーのしゃぶしゃ
ぶや陶板焼きなど５種類のコース料理を用意

お店探訪

�　生衛ジャーナル　2009/9

築百年以上の古民家を修復してオープンした「大家」 テラス席からは滝を眺めながら食事が楽しめる

一番人気のアグーの肉そばセット



している。
　山本国弘料理長は「島野菜を中心に食材の
ほとんどは地元産を使っている。観光客が多
いので、できるだけ地元で採れたものを食べ
てほしい」と話す。料理を作るに当たり「沖
縄の人がおいしかったと話す料理を思い出し
ながら作っている。いずれは島で採れる薬草
を取り入れた料理にも挑戦し、レパートリー
を増やしていきたい」と意気込む。「自然を堪
能しながら沖縄の野菜、アグーのおいしさを
分かってもらえればうれしい」という。
　オープンから勤め、癒しの空間の提供に心
をくだく渡具知和江店長は「季節の草花、滝
を見ながら食事ができることが一番の魅力」
と話す。「できるだけお客様が希望する席に案
内し、楽しんでいただけるようにしている。『来
て良かった』と言ってもらえるとうれしい」
と笑顔を見せた。来店者のうち６割から７割

が観光客。佐々木部
長は「県外から家族
で 来 る お 客 様 も 多
い。せっかく足を運
んでいただくのだか
ら、『良い時間が過
ごせた』と思っても
らえるようにサービ
スしたい」と話す。
　敷地内には土産品

を扱う売店と酢の展示場もある。酢は、「大家」
から車で約５分のところにあるナゴパイナッ
プルパークで加工後、捨てられていたパイナッ
プルの皮を再利用して作ったパイン酢。皮に
含まれるポリフェノールが他の酢に比べて多
いのが特徴の一つ。「地域とともに会社も大き
く」をモットーとする安里社長の考えから製
造している。味は黒糖、シークヮーサー、パッ
ションフルーツ、タンカンの４種類あり、フ
ルーツの収穫時期にそれぞれ販売しているほ
か、展示場では試飲もできる。
　食材にこだわり、空間作りに余念のない「大
家」。琉球古民家を復元した店内では、他とは
違った沖縄の歴史を感じることができる。
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お店探訪

写真キャプション
01　
02　

03　（●２番目に大きく）
04　（●もっとも大きく）

05　
06　
07　

08-1 ／ 08-2　
安里家の内部。民家の名残をとどめる ３軒の前には立板でそれぞれの成り立ちが説明されている

酢の展示場ではパイン酢の試飲ができる

▲敷地内にある土産品店

▲店に並ぶ県産商品の数々



　琵琶湖の最北端に位置する西浅井町菅浦は、
昭和46年、奥琵琶湖パークウェイ（全長18.8 
km）が開通するまで車での往来ができず、「陸
の孤島」と呼ばれた。しかし、独自の文化を
育み、現在も「近江の隠れ里」としてひそか
に人気を集める集落だ。「ペンションビッグ
フット奥琵琶湖」（以下、「ビッグフット」）の
魅力も豊かな自然を満喫しながらのんびり過
ごす、日常にはない穏やかな時間の提供だ。

　オーナーの高桑正勝さん（59）と妻千代子
さんが切り盛りする「ビッグフット」は、菅
浦の集落から少し離れた奥出湾に面して立つ
ツインとトリプル各３室を備えた、こぢんま
りとしたペンションだ。
　開業は平成４年で、それ以前は長野県の栂
池高原スキー場で冬季だけのペンションを経
営した経験も持つ高桑さんは大阪府出身。釣
りなどでたびたび訪れた菅浦を通年営業のペ
ンションの場所に選んだ一番の理由は「土地
の人の穏やかな人柄と、よそ者でも受け入れ
てくれる温かさだった」と話す。
　桜の名所百選の一つ海津大崎と、桜並木が
続く奥琵琶湖パークウェイの中間にある「ビッ

グフット」の１年は、桜の開花と共に幕を開
ける。１年中楽しめるカヌーやカヤック、ボー
ト遊びがにぎやかになるのもこの頃から。専
用の桟橋は目の前で、カヌー２艇とカヤック
５艇、手こぎボート１艘を所有、釣りも含め
てレッスンも引き受ける高桑さんはアウトド
アの達人でもある。「最近は琵琶湖を自転車で
１周する人も増え、中間点として宿泊する人
が増えた」と話す。琵琶湖の楽しみ方はいく
つもあるようだ。冬場には近くのスキー場を
訪れる人が利用し、１年を通して来客は絶え
ない。
　自然の恵みは琵琶湖に加え裏山にもある。春
のタケノコ掘りや山菜摘み、夏にはホタルや
虫つかみ、秋の木の実狩りやリースづくりの
素材集めなどなど。裏山も含めると、約3,000
坪が「ビッグフット」の敷地になるという。取
材に伺った８月初旬、兵庫県と大阪府から訪
れた子ども連れの宿泊客は、朝一番にカヌー
を楽しみ帰り支度の最中。話を聞くと母親が、

「昨夜はホタルの乱舞が見られました。手のひ
らの上にもとまって、すごい数でした。思い
がけないことで、とても感激した」と話して
くれた。
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自然を“のんびり”満喫

「ペンションビッグフット奥琵琶湖」
住所：滋賀県伊香郡西浅井町菅浦1438-1

代表者：高桑　正勝さん

電話：0749・89・0812

お店探訪

集落から離れ、湖畔にたたずむ「ビッグフット」

繁忙時に手伝いに来る娘さん母子とオーナーの高桑さんご夫妻



　笑顔で話を聞いていた高桑さんは「夕涼み
がてらホタルを見にいきませんか？」と誘う
と話す。何かをすることを押しつけるのでは
なく、「こんなこともできますが、いかがです
か？」という姿勢を大切にしていると言う。
裏山で取れた山菜を何気なく食事に使い、「採
りに行きますか？」と誘ったり、「お土産にも
どうぞ」と勧めたり…。「ノビルとアサツキの
違いを伝授したこともあります」という。
　こんなエピソードもある。「ビッグフット」

の建設に伴い道路に設置される街灯を拒み、
結局スイッチ式にすることで落ち着いたそう
だ。「星空の美しさを楽しむには街灯は邪魔だ
から」と話す高桑さんは、自然の中で過ごす
ことの醍醐味を知り尽くしているように思え
る。お客様に対しては「のんびり過ごして欲
しい」が一番で、「できる事をしてあげる」に
徹する。「お母さんなら食事の支度から解放さ
れて、読書をしたいという人もいます」。ひと
とき日常から解放され、のんびりくつろいで
もらうのがペンションの務めと考えている。
　冬場の鴨鍋や、「ゆっくりと疲れを取って欲
しい」とこだわった大人３人がゆっくり入れ
るお風呂、高桑さんの趣味のナイフづくりや
革クラフト、千代子さんのリースづくりと、
何でも出てくる魔法の小箱のような「ビッグ
フット」。何もしないぜいたくと、色々なこと
が楽しめるぜいたく、どちらも現代人には貴
重だろう。
　現在、高桑さんが最も関心を寄せるのは豊
かな自然を残すこと。水が美しいと言われる
琵琶湖の北でも、以前に比べて水は汚れてき
たと感じている。いつも琵琶湖を見て暮らす
生活者の目線で環境保全を働きかける時だと
考えるようになった。「自然が持つ大きな癒し
の力に勝る物はない」と考える高桑さんの今
後に期待したい。
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お店探訪

ワンちゃんとカヌー遊び

１階の食堂ホールの窓からは琵琶湖を
一望でき、テラスで食事もできる

▲�食堂ホール壁面の釣竿。
ルアーもあり、貸し出
しもレッスンも可能だ

�秋には裏山でリースの材料を
集めることも。千代子さんの
レッスンもある

▲



　札幌、千歳、夕張を西南東と三角に結ぶと、
その真ん中に位置する長沼町。この町にある
マオイの丘の上から見えるのは、両脇を海に
抱えられた山々。この丘の天辺に「珈琲考房」
がある。この店は、喫茶はもちろん、豆や食
器などの販売も行っている。代表取締役社長
の武山敬二さんはこの眺めに感動し、20年ほ
ど前に札幌市内からコーヒー豆とともに移り
住んだ。「珈琲考房」のコーヒーは、驚くほど

にまろやかで味わい深く、ふんわりと心地良
い空気に包まれるよう。この味と眺望を求め
て、毎日たくさんのファンが訪れる。

　武山さんがコーヒーの道を選んだのは、大
学時代のこと。アルバイト先の喫茶店の店長
の、「すごい人が札幌にコーヒー屋を出すよ」
という一言がきっかけだった。昭和55年前後
は深煎りで苦みや酸味の強いコーヒーが流行、
その味が武山さんは苦手だった。この店も一
緒だろうと思いつつ足を運び、飲んだのは今
まで経験したことのない味だった。その驚き
を、「あごがはずれるほどうまかったんですよ」
と語る。
　この味を出したのは、札幌市にある「リヒ
トコーヒー」の襟立さん。武山さんが飲んだ
のはタンザニアだった。
　甘かった。タンザニアが甘いというのは、武
山さんの概念を覆すものだった。思わず２杯
目をおかわりし、飲み終えるころには、「自分
にも作れますか？」と襟立さんにたずねてい
た。翌日から自分で豆を煎り始め、出来たも

雄大な景色と芳しい珈琲
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「珈琲考房」 住所：北海道夕張郡長沼町字加賀団体

代表者：武山　敬二さん　　電話：0123・88・0820

お店探訪

マオイの丘に建ち、周囲の自然に溶け込む木造の店舗

店の窓を背にした武山さん。窓からは
雄大な北海道の自然が一望できる

日が落ちる瞬間には思わず息を飲む



のを襟立さんの元へ持参してはアドバイスを
仰ぐという日々を送ること約２年。「最初で最
後の弟子」という最高の褒め言葉をもらうこ
とになる。
　ついに札幌市内で小さな珈琲店をオープン
したが、ビルや住宅が建ち並ぶ環境で豆を煎
るのは、「煙で迷惑をかけていないか？」と気
を揉む作業であった。煎る人の心は豆にも影
響すると言う。ゆったりと気兼ねなく豆を煎
ることができれば、さらに良いものができる
のでは…。そう思っていたとき、お客様の一
人に教えられたのが、この丘だった。住み始
めてからは、家族みんなが心穏やかになった
と言う。
　移住当時は長沼で豆を煎り、それを40km近
く離れた札幌の店舗で提供。建物は１階が豆
を煎るスペース、２階が住宅だったが、３人
の子どもの成長に合わせて敷地内に自宅を新
築。そこで、２階部分を喫茶店として開放し
たのが「珈琲考房」である。
　店を訪れる人は、空間や景色、会話など「そ
れぞれの時を楽しんでいる」と武山さんは感
じている。コーヒーは脇役なのだ。これを引
き立てる主役が雄大な景色であり、フードメ
ニュー。それゆえケーキも軽食も、すべて武
山さんのOKが出たもののみ。どれも「この味
なら自信を持ってコーヒーと一緒に提供でき
る」という強いこだわりがある。「一つでも美
味しくないものがあったら、コーヒーの味に
も疑いを持つでしょ？」と細かい気遣いを見
せる武山さん。いつも客側の気持ちに立って
サービスをしている温かさが、その笑顔から
にじみ出ている。
　「珈琲考房」のコーヒーは評判が評判を呼び、
店には毎日多くの客が訪れる。地元に愛され
る店としても知られ、町の観光課は、取材や
ドライブでやってくる人々に「こちらへ行か
れてみては？」と薦めるほど。また、長沼町

はアトリエやギャラリーが随所にあり、「長沼
アートマップ」を作成している。「珈琲考房」
でも地元アーティストの作品を展示販売して
いる。また、ここで使われている食器類は、
襟立さんがかつて使用していた食器に憧れて
起用したブルーダニューブ。北海道で数少な
い、正規販売権を持つショップでもある。
　長沼町は、道内外から老後の生活にと移り
住む人が多く、本州から家族が遊びにくると
必ず連れてくるというお客様も多い。親子三
代が揃って訪れるファミリーもおり、幅広い
年齢層に楽しんでもらうため、バリアフリー
を目指して昨年の夏には増改築を行った。よ
り多くの人に長く通ってほしいという武山さ
んの気持ちだ。
　「珈琲考房」という店名は、「常に珈琲につ
いて考え、研究している」という意味が込め
られている。人気店となった今も、武山さん
は「いやぁ、まだまだです」と柔和な笑顔で
謙虚に答える。この人柄がコーヒーの味を一
段と深くしているのではと思わされる。
　優しく香しいコーヒーと、素材にこだわっ
たケーキと軽食、そして北海道の恵み豊かな
空と山並みを望む感動的な景色が、癒しのひ
とときを与えてくれる。そんな場所がここ「珈
琲考房」なのだ。

生衛ジャーナル　2009/9　�

お店探訪

ケーキメニュー第一号の濃厚レアチーズ
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　私は現在、滋賀県理容生衛組合より
副理事長と経営相談部長を、また、滋
賀県生活衛生営業指導センターの生活
衛生改善貸付融資審査委員長をそれぞ
れ務めさせていただいております。
　県理容組合には、経営特別相談員21
名が県下18支部で活動を行っていま
す。今年６月、県指導センター主催で
日本政策金融公庫大津支店融資課長を
講師として、生衛貸付制度改正につい
ての特相員研修会が開催されました。
この研修会で、生活衛生改善貸付が
1,500万円まで貸付限度額が拡大され
たことや、振興貸付においては特利Ｄ
枠が新設されたことなどをはじめ、広
範囲にわたって組合員に大変有利に拡
充されたことをあらためて認識しまし
た。以後、特相員や組合理事会等のあ
らゆる機会を通じて、この改正内容を
組合員に浸透させ、１人でも多くの方
が同制度を利用していただけるよう努

めています。
　現在、理容業界は大変厳しい環境に
あります。しかし、冷静に考えてみま
すと、お店の周りにはたくさんの人が
生活しておられるわけで、常に潜在的
な需要はあるわけですから、各経営者
におかれては個店の特徴をよりいっそ
う発揮するため設備の改善等をすす
め、お客様に安心と満足をしていただ
く「暮らしの中のサロン」を目指して
いくことが最も肝要かと思っておりま
す。そのためにも、この生衛貸付制度
を大いに利用されることを念じてやみ
ません。
　この生衛貸付を利用されて良き店と
なり、喜んで下さる組合員も多くおら
れることは特相員としての私の喜びと
するところです。今後とも、特相員活
動等を通じて、一歩づつではあります
が、理容業をはじめ生衛業の向上に役
立てればと思っております。

滋賀県理容生活衛生同業組合・経営特別相談員

木村　耕次

生　活　衛　生　融　資　の　ご　あ　ん　な　い

一　般　貸　付

お使いみちご融資の種類 ご融資の限度額

設備資金 7,200万円～４億円（業種により異なります）

振興事業貸付

生活衛生セーフティネット貸付
（経営環境変化資金・金融環境変化資金）

お使いみちご融資の種類 ご融資の限度額

設備資金

運転資金

運転資金

１億5,000万円～７億2,000万円（業種により異なります）

5,700万円
経営環境変化資金：振興運転資金とは別に5,700万円
金融環境変化資金：別枠4,000万円

＊生活衛生同業組合等の経営指導を受けている方にご利用いただける生活衛生改善貸付（無担保・無保証人）もお取扱しています。＊

［振興計画の認定を受けている生活衛生同業組合の組合員の皆さまへ］

生活衛生関係営業（飲食店営業・喫茶店営業・氷雪販売業・食肉販売業・食鳥肉販売業・旅館業・浴場業・クリーニング業・興行場営業・理容業・美容業）を営む皆さまへ

くわしくは、日本政策金融公庫各支店（国民生活事業）まで
お気軽にお問合せください。（http://www.k.jfc.go.jp/）

特 相 員 だ よ り

生衛融資のさらなる利用を願って



融資トピックス
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■生衛業を営むみなさまにご利用いただけます。

生活衛生セーフティネット貸付（経営環境変化資金）

社会的、経済環境の変化により、売上や利益
が減少する等、業況が悪化している方

運転資金（商品・材料仕入、諸経費支払等）

5,700万円以内

５年以内（特に必要と認められる場合８年以内）

基準利率　2.2％～（① 売上減少等一定の要件を満たす方：1.9％～、② 雇用の
維持または拡大を図る方：２.1％～、③ ①及び②のいずれをも満たす方：1.8％～）

（注）１　お申込の際は、振興計画認定組合の長が発行する「振興事業に係る資金証明書」が必要です。
　　　２�　「第三者保証人等を不要とする融資」をご利用の場合は、上記利率に0.35％が上乗せとなります（生衛

セーフティネット貸付以外の場合は、0.65％の上乗せとなります）。

株式会社日本政策金融公庫（国民生活事業）の融資制度をわかりやすくご紹介します

◎�一定の要件を満たす方の
利率を最大0.4％低減

◎�「第三者保証人等を不要と
する融資」をご利用の場合、
上乗せ利率を0.3％低減

＊�利率は金融情勢によって変動いたしますので、お借入の利率は、記載されている利率とは異なる場合がございます。
＊ご相談の結果、お客さまのご希望に添えないことがあります。
＊詳しくは、日本政策金融公庫の各支店（国民生活事業）または事業資金相談専用ダイヤルにお電話ください。

■旅館業、飲食業を営むみなさまにご利用いただけます。

衛生環境激変特別貸付（新型インフルエンザ関連）

新型インフルエンザの発生により、資金繰り
に支障を来しており、次のいずれにも該当す
る方
⑴　最近１ヵ月の売上高が前年又は前々年の

同期と比較して10％以上減少しており、か
つ、今後も売上高の減少が見込まれること。

⑵　中長期的に業況が回復し、発展することが見込まれること。

運転資金（資金繰りを安定させるために必要な資金）

別枠 3,000万円以内（旅館、ホテル、簡易宿所または下宿業）
別枠 1,000万円以内（飲食店営業、喫茶店営業）（平成21年９月４日～）

５年以内　（特に必要と認められる場合７年以内）

特別利率C　1.3％ ～（振興計画認定組合の組合員の方）
基 準 利 率　2.2％ ～（上記以外の方）

平成21年12月30日（水）まで

（注）�お申込の際は、「新型インフルエンザ発生による影響に関する確認資料」の他、振興計画認定組合の組合員
の方については、「振興事業に係る資金証明書」が必要です。

利 率　（ 年 利 ）

ご利用いただける方

資 金 の お 使 い み ち

ご 融 資 額

ご 返 済 期 間

◎�平成21年９月から飲食業
が対象業種に追加

◎�組合員の方は、運転資金が
低利（1.3％～）で利用可能

利 率　（ 年 利 ）

ご利用いただける方

資 金 の お 使 い み ち

ご 融 資 額

ご 返 済 期 間

お 取 扱 期 間

（平成21年９月９日現在）

（平成21年９月９日現在）

http://www.k.jfc.go.jp/

事業資金相談専用ダイヤル

0570－054649
マルゴト　ヨ　ロ　シ　ク

ココがポイント！

ココがポイント！
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平成21年秋の全国交通安全運動の実施について

　本運動は、広く国民に交通安全思想の普及・浸透を図り、交通ルールの遵守と正しい交
通マナーの実践を習慣付けるとともに、国民自身による道路交通環境の改善に向けた取組
を推進することにより、交通事故防止の徹底を図ることを目的としています。
　厚生労働省においても、平成21年９月21日から平成21年９月30日にかけて、秋の全国交
通安全運動の効果的な実施に向けて下記の取り組みを推進いたします。
　生衛業のうち、酒類を提供する飲食店等におかれましては、運転手への酒類提供の禁止
を徹底するなど、飲酒運転の根絶に向け、引き続きご協力をお願いいたします。

１　高齢者、子ども及び障害者に対する交通安全教育の推進

　⑴　高齢者に対する交通安全教育
　　�　道路交通法改正による高齢者運転標識（高齢者マーク）の使用促進と、高齢者マー

クを表示している自動車に対する保護義務の周知徹底、75歳以上の運転者の免許証更
新時に講習予備検査（認知機能検査）が導入されたことの周知徹底

　⑵　子どもに対する交通安全教育
　　　道路横断や自転車の乗り方等の正しい交通ルールとマナーの教育的な指導
　⑶　障害者に対する交通安全教育
　　　障害者支援施設等で生活支援のため交通安全教育の指導などを実施

２　幼児二人同乗用自転車の安全利用及びチャイルドシートの正しい着用の徹底

　保育所等の児童福祉施設での交通安全教育や、幼児二人同乗用自転車の安全利用を促進
するとともに、チャイルドシート着用の必要性と着用効果に関する正しい理解について指
導

３　広報活動の推進

　警察署等からの交通安全に関するポスター貼付など広報活動の依頼に対して積極的な協
力がなされるよう推進

４　交通労働災害防止対策の推進

　平成20年４月に改正した「交通労働災害防止のためのガイドライン」の周知等、交通労
働災害防止活動の推進
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厚生労働省から

５　自動車運転者の労働時間等の改善対策の推進

　自動車運転者を使用する事業場に対して、労働基準法等の関係法令や、「自動車運転者
の労働時間等の改善のための基準」を遵守

６　関係行政機関との連携

　「自動車運転者の過労運転事案に係る通報制度」の活用等による、内閣府、国土交通省、
警察庁等関係行政機関との積極的な連携

７　飲酒運転の悪質性・危険性に関する広報啓発活動の展開

　⑴�　㈶全国生活衛生営業指導センター及び㈳全国生活衛生同業組合中央会の関係団体を
通じて、飲食店等において、運転者への酒類提供の禁止を徹底することで、飲酒運転
に関する関係者の意識の高揚を促進

　⑵�　職員に対して、改正道路交通法の内容の周知を図るとともに、飲酒運転の悪質性・
危険性に関する広報啓発活動を展開

８　交通安全運動の職員への周知徹底

　交通事故防止の徹底を図るため、「全国交通安全運動推進要綱」を職員に周知させること、
全国交通安全運動のポスターを掲示すること等による、模範的な交通行動を示すよう配慮
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景気動向調査

生活衛生関係営業の景気動向等調査概要
日本政策金融公庫　国民生活事業本部　生活衛生融資部　調査課　島 　通子

　今期（平成21年４～６月期）の「売上」「採算」「業況」の各DIは、▲46.2（前期比6.6上昇）、
▲18.0（同9.4上昇）、▲42.5（同19.2上昇）となり、３項目全てで前期に比べて上昇したものの、
前年同期を大幅に下回っています。
　景気後退による消費マインドの低迷が経営に深刻な影響を及ぼしており、生活衛生関係営業の
景況は、厳しさが続いています。
　※DI＝良い｢増加・黒字・好転｣企業割合―悪い｢減少・赤字・悪化｣企業割合

　生活衛生関係営業の景気動向等調査は、日本政策金融公庫国民生活事業本部が㈶全国生活衛生営業指
導センターに委託して、生活衛生関係営業の景気動向や設備投資動向などを把握するため、四半期ごと
に実施しているものです。今回は、平成21年４～６月期の調査結果の中から一部をご紹介します。
　調査は全国９業種3,220企業を対象として６月上旬に個別訪問面接により実施したものです。

業況DI

採算DI
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平成19年４～６月 平成20年４～６月 平成21年４～６月（今期） 平成21年７～９月（見通し）

売上DI▲46.2

業況DI▲42.5

採算DI▲18.0

▲32.9

▲3.4
▲11.8

▲17.3

▲33.0

▲34.4

▲32.4
▲21.2

図１　売上DI、採算DI、業況DIの推移　

図２　業種別業況DIの推移

〜厳しさ続く生活衛生関係営業の景況〜

60

20

40

0

－20

－40

－60

－100

－80

DI

食肉・食鳥肉飲食業全体 氷雪 理容 美容 映画館 ホテル・旅館 公衆浴場 クリーニング

平成20年４～６月 7～９月（見通し）平成21年１～３月10～12月７～９月 ４～６月（今期）

全体
（注）太線は４期間移動平均の推移

▲13.6

8.8

▲44.7

▲11.9

▲55.3

▲31.9
▲42.5

▲51.2 ▲49.7 ▲54.5

　業況DIを業種別にみると、前期に比べ「映画館」「公衆浴場業」で低下した一方、他の７業種
は上昇しました。
　４期間移動平均でみると、｢映画館｣｢公衆浴場業｣を除き、他の７業種で低下しています。
　来期の見通しは、季節変動の大きい｢クリーニング業｣で低下を見込んでいますが、他の８業種
では上昇を見込んでいます。
　※�４期間移動平均とは、各調査時点を含む直前４期間の平均であり、季節変動の影響のない全

体的な傾向をみるもの。

※景気動向等調査の詳細については、全国センターのホームページにも掲載しております。
URL（http://www.seiei.or.jp）
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景気動向調査
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図３　利用客数DI、客単価DIの推移

　今期（平成21年４～６月期）に設備投資を行った企業の割合は11.5％と、前期（8.2％）に比べ
3.3と大幅に上昇しましたが、前年同期に比べると0.1下回りました。４期間移動平均でみると、
平成19年10 ～ 12月期以降、下降に転じてきていましたが、平成20年７～９月期から低下傾向が
強まり、今期はほぼ横ばいとなりました。
　業種別に設備投資を実施した企業割合を高い順にみると、｢ホテル・旅館業」26.4％、「公衆浴
場業」19.8％、「食肉・食鳥肉販売業」15.3％となっています。前年同期の水準を上回ったのは、「食
肉・食鳥肉販売業」「美容業」｢映画館｣「ホテル・旅館業」｢公衆浴場業｣の５業種でした。

設備投資状況～冷え込み続く生活衛生関係営業の設備投資

　利用客数DIは、前期から8.5上昇して▲52.2となりましたが、前年同期に対しては12.2下回り、
９期連続で前年同期の水準を下回っています。
　客単価DIは、前期から2.8上昇し▲37.0となりましたが、前年同期に対しては13.3と大幅に下回り、
７期連続で前年同期の水準を下回っています。
　※利用客数DI＝前年同期比で利用客数が｢増加｣した企業割合−｢減少｣した企業割合
　　客単価DI＝前年同期比で客単価が｢上昇｣した企業割合−｢低下｣した企業割合
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＜社団法人全国消費生活相談員協会　消費生活専門相談員　原　まさ代＞

『契約トラブル110番』集計結果から

　内閣府では毎年５月を「消費者月間」と定
めています。当協会では1984年より、消費者
月間協賛事業として「電話相談110番」を実施
しています。今年は５月９日・10日の２日間「契
約トラブル110番」をテーマに全国７か所で開
催いたしました。
　当協会は、平成19年11月９日に適格消費者
団体として認定され、今後、一層、差止請求
業務に力を入れていく必要があると考えてい
ます。そこで今回の110番では、個別の相談者
の被害救済とともに、不当勧誘、不当契約条項、
不当表示に係る相談を集約・分析して事業者
に対して改善の申し入れを行うことなどとと
もに、関係行政機関・事業者団体等に問題を
提起し、消費者被害の防止に寄与することも
目的としました。

１　集計結果の概要
　相談受付総件数は251件でした。そのうち苦
情相談が235件（93.6％）、問合せが16件（6.4％）。
相談者の性別では女性が51.4%で、男性の47.8%
をわずかに上回りました。これに対して契約
当事者は男性が53.8%、 女性44.6%と逆転してい
ます。
　図１の契約者を年代別に見ると、30歳代が
57人（22.7％）と最多で、次いで20歳代が48人

（19.1％）でした。昨年度・一昨年度の110番で
は高齢者の契約トラブルの相談が多くよせら
れましたが、今年度は若い世代の相談が目立
ちました。
　表１の商品・役務別では、アダルト情報サ
イトや出会い系サイトなどの「運輸・通信サー
ビス」に関する相談が26.7％と最も多く、次い
で賃貸住宅の敷金問題などの「レンタル・リー
ス・賃貸」が13.5％、多重債務などの「金融・
保険サービス」が10.8％となっています。

　また相談内容をマルチカウントした結果か
らは、「解約したい」といった「契約・解約」図１　相談者・契約者の年代

表１　商品・役務別分類

商品・役務別分類 件数 割合
Ａ 商品一般 3 1.2％
Ｂ 食料品 6 2.4％
Ｃ 住居品 15 6.0％
Ｄ 光熱水品 1 0.4％
Ｅ 被服品 4 1.6％
Ｆ 保健衛生品 6 2.4％
Ｇ 教養娯楽品 17 6.8％
Ｈ 車両・乗り物 10 4.0％
Ｉ 土地・建物・設備 12 4.8％
Ｊ 他の商品 0 0.0％
Ｋ クリーニング 1 0.4％
Ｌ レンタル・リース・賃貸 34 13.5％
Ｍ 工事・建築・加工 11 4.4％
Ｎ 修理・補修 1 0.4％
Ｏ 管理・保管 1 0.4％
Ｐ 役務一般 0 0.0％
Ｑ 金融・保険サービス 27 10.8％
Ｒ 運輸・通信サービス 67 26.7％
Ｓ 教育サービス 0 0.0％
Ｔ 教養・娯楽サービス 7 2.8％
Ｕ 保険・福祉サービス 8 3.2％
Ｖ 他の役務 12 4.8％
Ｗ 内職・副業・相場 3 1.2％
Ｘ 他の行政サービス 0 0.0％
Ｚ 他の相談 5 2.0％

合計 251 100.0％
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に関する相談が251件中214件（85.5％）、次い
で「問題商法」「強引な勧誘」といった「販売
方法」が103件（41.4％）でした。

２　主な相談事例　
　事例の中から、いくつか紹介します。
＜アダルト情報サイト＞　完全無料となってい
た携帯電話のアダルトサイトの年齢認証を入れ
たとたん、登録完了になり37,800円請求され
た。	 （女性　37歳）
＜賃貸アパート＞　賃貸アパートを退去したが、
タバコのヤニ汚れによるクロス張替え代を請求
されている。	 （男性　42歳）
＜生命保険＞　10数年前に団体扱いで保険料が
安いといわれ契約した。ところが突然「行政指
導で団体扱いが出来なくなった」と言われ、保
険料が年１万数千円高くなった。契約条件を一
方的に変えるのは納得できない。
	 （男性　73歳）
＜未公開株＞　バイオ燃料を研究している会社
から未公開株を勧められて契約。代金を支払っ
たが株券が届かない。	 （男性　68歳）
＜多重債務＞　同居人（男性）が７年前から借
金を繰り返している。現在230万円の借入残が
あり返済が困難。整理する方法を知りたい。
	 （女性　26歳）
＜連帯保証人＞　債権回収業者から弟の借金の
連帯保証人として90万円（元金約10万円）の請
求を受けているが覚えがない。	（男性　60歳）

３　消費者契約法・景品表示法に基づく検討　
（事業者の不当勧誘、不当契約条項、不当表示）
　全相談件数251件のうち、消費者契約法に定
める不当勧誘・不当契約条項、景品表示法に定
める優良・有利誤認に該当すると思われる相談
は30件（12.0％）ありました。１件の相談で複
数の項目に該当する相談があるためマルチカウ

ントでは43件となりました。内訳では「不実告
知」が11件と最も多く、「信義誠実の原則に反
して消費者の利益を一方的に害する条項」10件、

「不当に高額な解約損料」９件と続きます。

⑴　不実告知に該当すると思われる事例
＜地震保険＞　担当者は30年物の積み立て型地
震保険付月払いの商品しかないと言ったのでそ
れにした。翌年に多くの種類があるとわかり、
年払いに変更した。保険料支払いが負担なので
掛け捨てタイプに変えたいが中途解約によるデ
メリットが不安。	 （女性　60歳）

⑵�　信義誠実の原則に反して消費者の利益を一
方的に害する条項と思われる事例

＜賃貸アパート＞　６年住んだ賃貸アパートを
退去したが敷金以上のリフォーム代を請求され
ている。契約書には「退去時の敷金精算の計算
方法は家主に一任」と書いてある。
	 （男性　34歳）

⑶�　著しく優良・有利であると誤認される表示
に該当すると思われる事例

＜中古車＞　ネット広告で見つけた中古自動
車、２年車検付きとあったが実際は別料金で12
万円も高くなった。	 （男性　36歳）

４　消費者契約法の見直しに向けて
　寄せられた相談251件のうち見直し項目に該
当する相談事例は40件、各項目別マルチカウン
トでは53件でした。
　「契約内容や契約条件に関する情報提供また
は説明が不十分」、「不招請・販売目的隠匿勧誘、
電話などによる勧誘」に該当する相談事例等を
今後、さらに検討していく予定です。



　全国社交飲食業生活衛生同業
組合連合会（以下「全社連」と
表記）は昭和42年に設立され、
現在38組合、34,500名の組合員
数で構成されている。
　｢全社連」は、バー、スナック、
クラブ、キャバレー、居酒屋、
カラオケ店、料理店の他、これ
らに類する飲食業を含んだ実に
幅広い業種を擁している。各生
衛業それぞれに特性はあるが、
｢全社連｣の場合、生活衛生関係
諸法はもちろん、風俗営業、音
楽著作権など多岐にわたる法令
との関わりがあるため他にはな
い特有の課題を抱えている。
　その中で、衛生施設の改善向
上や経営の健全化と振興に努
め、業界の活性化を図ることで、
地域の活性化・治安維持、そし
て消費者利益を目指して組合活
動を行っている。

■�「組織拡大・1,000店運動｣に
よる新規入会獲得に全力

　長引く経済不況の下、景気が
上向きつつある業界もあるとい
われているが、「全社連」にお
いては未だ好転の兆しはないと
いう。ここ数年は、年ごとに組
合員が減少。その歯止めとして

平成19年度より新規入会を促す
「組織拡大・1,000店運動」を実
施している。
　事業開始初年度から1,000店
舗以上、昨年度は1,452店舗に
も及ぶ実績を挙げ、毎年目標を
達成しているが、昨年度は新規
加入を上回る3,116店舗の廃業･
退会が相次いだ。その背景には、
経済不況直撃による厳しい経営
環境が続き、廃業を余儀なくさ
れる店舗と組合員の高齢化が影
響しているという。
　この状況を受けて濱田会長
は、「この運動を継続していな
かったら、もっと組合員数が減
っていたわけです。今後も加入
促進に全力を挙げて、歯止めを
かけたいと思っています」。

■�モバイルサイト情報提供事業
を推進

　このような沈滞ムードを打破
するために、業界全体の活性化
が大きなテーマとなっている。

「まずは、組合運営においてリ
ーダーシップの取れる人材確保
が不可欠」と力説する濱田会長。
教育事業を強力に推進し、次世
代を担う後継者育成にも繋げて
いきたいという。
　そこで、年１回開催している
研修会において、例えば平成20
年度には組合の意義など基本的
なことを学ぶとともに、組織強
化・活性化推進事業の一環であ
る「モバイルサイト情報提供事
業」の教育研修を実施。次世代
を担う青年部組合員と事業の基点
となる事務局員を対象に、各県か
ら２名の組合代表者が集まった。
　経営環境が厳しい中で、高い
広告費をかけて集客に努めても
その効果に保証はない。そこで、
いかに広告費をかけず集客に結
びつけることができるかという
ことで「モバイルサイト情報提

連合会は今
全国社交飲食業生活衛生同業組合連合会
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東京都中央区銀座７−12−６
トキワビル７階

会　　長　濱田　康喜氏
専務理事　町田　宏之氏
事務局長　猪俣　伸介氏
職 員 数　２名
U R L　 http://www.zensyaren.or.jp/

生活衛生振興推進事業研修会（今年２月３日・
都内のホテルで）（写真㊤）と同研修会の講義
内容を綴った平成20年度の報告書（同㊨）



供事業」に取り組み始めた。パ
ソコンのホームページは、パソ
コンがある所でないとアクセ
スできないが、携帯は電波が届
く範囲であればいつでも利用
できる。そして今や携帯は、誰
もが持っている時代。伝えたい
情報をいつでも瞬時に送るこ
とができる実に効率の良いメ
ディアである。
　例えば、QRコードを携帯で
読み取って顧客登録し、各種サ
ービスを配信してお店に足を
運んでもらう仕組みを作るこ
ともできるし、各県の組合支部
の携帯版ホームページにアク
セスし、各店舗の情報を閲覧し
てサービスを利用したり情報
配信を受け取る登録をするこ
ともできる。１度登録すれば、
お得なサービスをいつでも瞬
時に送信できるため、宣伝・集
客に大きな効果が得られ、リピ
ート率も高くなる。
　「すでに８県がサイトを立ち
上げて、実績を積み上げつつあ
ります。今後もさらに事業を後
押しして、全県が立ち上げるま
で努めたいと思っています」と
語る濱田会長。組合員店舗・組
織の活性化に貢献する事業と
して大きな期待が寄せられて
いる。

■�「緊急保証制度」の対象業種
を目指して

　未曾有の経済危機を背景に、
セーフティネットの抜本的な

拡充が見直され、昨年10月31日
から、保証枠を拡大する「緊急
保証制度」が始まった。しかし
ながらバー、クラブ、キャバレ
ーなどは、風俗営業の許可取得
者のため、この制度の保証対象
業種から除外された。
　濱田会長は「我々の業界は、
飲食業の許可の他に、風俗営業
者の許可を取得して、遵法営業
に徹している店舗が数多くあり
ます。しかし２つの許可を得て、
遵法営業をやっているばかりに
不利益をこうむっている。不公
平ですよね。この扱いは納得が
いかないため、今年１月、中小
企業庁に保証指定業種としての
認定を訴えましたが、残念な結
果に終わりました」と語る。
　制度対象者は、信用保証協会
が100％債務を保証するため、
金融機関からの融資がスムー
ズに行われる。「このような経
済状況の中でも、遵法営業を行
うため真摯に取り組んでいる
ことを訴え、業界の社会的地位
向上のためにも、引き続き保証
対象業種の認定を強く要望し
ていきます」と訴えている。

■�地域の治安維持と活性化に貢献
　「全社連」の組合員店舗は、
繁華街での営業が多く、地域と
深く関わっている。その中で衛
生水準の向上に努めるのはも
ちろん、お客様が安全・安心に
過ごすための治安維持も不可
欠となる。

　その一環として平成17年に
発足した「全社連暴力団等排除
対策協議会」の活動を継続的に
推進し、消費者擁護に努めてい
る。また、地域の活性化におい
て、消費者サービスの一環であ
る「ドリンクラリー」を各地で
開催。毎回好評を得て恒例化さ
れている県や支部もあり、商店
会や商工会議所等との共同企
画に発展し、大きなイベントへ
と広がりをみせている。

■�組合員の幸せと組織活性化の
ために

　景気回復への糸口を求めて
未だ模索している状況だが、

「全社連」は一丸となりこの難
局を乗り切りたいという。
　濱田会長は今後について次
のように話す。「課題は山積で
すが、継続事業をさらに強化
し、人材育成や集客による組織
活性化を図っていきます。ま
た、緊急保証制度の改善要求や
地域の防犯に努めるなど、組織
の未来と活性化、そして組合員
１人１人の元気を支援するた
めに、１つ１つ確実に解決して
いきたいと思っています」。

組織活性化を目指し、各種事業を積極推進
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組合加入の勧誘
パンフレット



せいえい
掲 示 板
せいえい
掲 示 板♠「日本の宿 おもてなし検定」

　第１回初級試験実施

　「日本の宿 お
もてなし検定委
員会」は、日本
旅館の接遇サー
ビスの向上と継
続的なサービス
の レ ベ ル ア ッ
プ、旅館業界の

人材確保・人材育成・働く方々のモチベーショ
ンアップ、海外からのお客様対応・スキルの
向上を目的として、国際観光旅館連盟、日本
観光旅館連盟、全国旅館生活衛生同業組合連
合会、JTB協定旅館ホテル連盟の共同で設立
された。
　その第１回初級検定試験が、６月22日から
７月10日まで、インターネットによるWeb
試験として行われた。
　試験は、初級公式テキストの「おもてなし
知識編」「おもてなし実務編」から60問が出
題され、45分間で解答。合格ラインは正解率

80 ％、48点 以 上
（60点満点）。
　対象は、日本国
内の旅館・ホテル
従業員（フロント・接客業務などお客様と直
接対応しているスタッフ）やそれらの職業を
目指している人向けとしているが、だれでも
受験ができる。
　受験申込者は、北海道から沖縄まで全国で
2,868名。実際に受験した2,745名のうち、
2,223名が第１回初級検定試験に合格した。
合格者には、「日本の宿 おもてなし検定」初
級合格証と合格バッジが贈られた。
　「日本の宿 おもてなし検定委員会」では、現
在「中級公式テキスト」を作成中で、2010
年６月に第２回初級試験と第１回中級試験
を予定している。実施要項などは公式HPに
決定次第掲載される。http://omotenashi-
kentei.jp/
　全国旅館生活衛生同業組合連合会「宿ネッ
ト」URL＝http://www.yadonet.ne.jp/
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★ 求む 理容店のPOPイラスト

　全国理容生活衛生同業組合連合会（全理連）
は、街の理容店に掲示するPOP広告に活用す
るイラストを募集している。
　カットや顔剃り、シャンプーなどのイラス
トから“サッパリ”や“癒し”などの イメー
ジイラストまで、「理容店のPOP広告に使え
るかな？」というものなら なんでもＯＫ。 

　最優秀作品には、賞状と副賞（10万円）が
贈られる。 募集期間は平成21年10月31日（必
着）まで。応募方法など詳しいことは、全
理連「POPイラスト」係（電話03・3379・
4111）へ。
　選考会は11月に開催予定。直接入賞者に通
知し、賞状、副賞を送付する。
　全理連ホームページ＝
　http://www.riyo.or.jp/



時 の 話 題
　

最
近
、
情
報
関
係
の
ニ
ュ
ー
ス
で

「
ツ
イ
ッ
タ
ー
（T

w
itter

）」
と
い

う
言
葉
が
よ
く
聞
か
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
ツ
イ
ッ
タ
ー
は
ア
メ
リ
カ

発
の
投
稿
・
閲
覧
サ
イ
ト
で
、「
つ

ぶ
や
き
」
と
い
う
意
味
の
マ
イ
ク
ロ

ブ
ロ
グ
の
一
種
。
こ
の
ツ
イ
ッ
タ
ー

の
魅
力
は
「
ゆ
る
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
」
に
あ
る
が
、
そ
の
〝
ゆ
る

さ
〟
ゆ
え
に
時
に
は
思
わ
ぬ
力
を
発

揮
し
、
国
内
を
、
あ
る
い
は
世
界
を

駆
け
巡
っ
て
影
響
力
を
発
揮
す
る
点

に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
。

◇

　

ブ
ロ
グ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
型
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
）
は
読
者

が
増
え
て
く
る
と
質
の
高
い
情
報
を

ア
ッ
プ
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、〝
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
疲
れ
〟
か
ら
更

新
意
欲
が
失
わ
れ
が
ち
。

　

そ
の
点
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
は
最
大

１
４
０
文
字
の
短
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

交
換
し
合
い
、
し
か
も
そ
の
時
に

思
っ
た
こ
と
、
し
て
い
る
こ
と
を
、

ま
る
で
つ
ぶ
や
く
よ
う
に
気
楽
に
書

き
込
み
、
気
に
な
っ
た
情
報
を
発
信

す
る
相
手
だ
け
に
「
返
事
」
を
書
く

こ
と
が
で
き
る
。

実
際
、「
今
帰
宅
」

と
か
「
お
帰
り
」

な
ど
、
日
常
会
話
の
よ
う
な
や
り
取

り
が
多
く
見
ら
れ
る
。

　

ツ
イ
ッ
タ
ー
の
特
徴
は
「
フ
ォ

ロ
ー
」
と
呼
ば
れ
る
機
能
を
備
え
て

い
る
こ
と
。
自
分
の
知
人
や
興
味
を

持
っ
た
相
手
を
継
続
的
に
追
い
か

け
、
そ
の
つ
ぶ
や
き
を
自
動
的
に
受

信
で
き
る
。
こ
の
特
性
を
使
い
、
情

報
提
供
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

手
段
と
し
て
、有
名
人
や
マ
ス
コ
ミ
、

企
業
も
利
用
し
始
め
て
い
る
。

　

ツ
イ
ッ
タ
ー
を
上
手
に
活
用
し
た

例
と
し
て
も
っ
と
も
有
名
な
の
が
バ

ラ
ク
・
オ
バ
マ
米
大
統
領
。
Ｉ
Ｔ
に

強
く
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
駆

使
し
て
大
統
領
選
を
勝
ち
抜
い
た
。

　

大
統
領
選
の
結
果
を
巡
っ
て
混
乱

が
続
い
た
イ
ラ
ン
で
は
ツ
イ
ッ
タ
ー

利
用
者
が
情
報
統
制
を
か
い
く
ぐ

り
、
抗
議
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
世
界
に
発

信
し
つ
づ
け
た
。

　

今
夏
の
衆
院
選
で
は
候
補
予
定
者

が
ツ
イ
ッ
タ
ー
を
利
用
。
あ
る
自
民

党
の
前
衆
院
議
員
は
麻
生
前
首
相
が

衆
院
解
散
の
決
意
を
表
明
し
た
自
民

党
両
院
議
員
懇
談
会
に
パ
ソ
コ
ン
を

持
ち
込
み
、
首
相
ら
の
発
言
を
そ
の

場
で
投
稿
し
、
５
０
０
０
人
弱
の
人

た
ち
に
情
報
を
届
け
た
。

　
「
今
、
有
楽
町
マ
リ
オ
ン
前
で
街

頭
演
説
し
て
い
ま
す
」
と
ツ
イ
ッ

タ
ー
に
書
き
込
む
と
、
携
帯
や
パ
ソ

コ
ン
を
通
じ
て
、
す
ぐ
に
有
権
者
か

ら
「
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
反
応

が
く
る
。
国
政
に
関
す
る
〝
井
戸
端

会
議
〟
的
な

意
見
交
換
や

マ
ニ
フ
ェ
ス

ト
に
関
す
る

質
疑
な
ど
、

１
日
に
数
十
件
の
書
き
込
み
も
珍
し

く
な
い
。

　

こ
う
し
た
〝
現
場
〟
か
ら
の
政
見

報
告
や
井
戸
端
会
議
的
な
フ
ォ
ロ
ー

が
、
Ｉ
Ｔ
に
強
い
若
年
層
を
投
票
所

に
足
を
運
ば
せ
る
き
っ
か
け
に
な
る

可
能
性
も
あ
る
。

　

た
だ
、
こ
う
し
た
選
挙
に
関
す
る

情
報
発
信
は
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
に
限
っ

た
こ
と
で
は
な
い
が
、
公
示
日
を
境

に
で
き
な
く
な
る
。
公
職
選
挙
法
で

「
法
定
以
外
の
文
書
の
頒
布
」
と
し

て
禁
じ
ら
れ
て
い
る
か
ら
だ
。「
公

示
後
に
政
治
状
況
が
変
化
し
て
も
、

有
権
者
は
有
効
な
判
断
材
料
が
得
ら

れ
な
い
」
と
解
禁
を
求
め
る
意
見
も

強
い
。

◇

　

興
味
を
持
っ
た
方
は
、
ま
ず
誰
か

を
「
フ
ォ
ロ
ー
」
す
る
こ
と
か
ら
始

め
て
み
て
は
？　

最
初
は
日
本
語

で
、
慣
れ
た
ら
英
文
の
ツ
イ
ッ
タ
ー

に
も
手
を
広
げ
て
み
よ
う
。
英
語
の

文
章
も
、
長
文
の
ブ
ロ
グ
ほ
ど
に
は

判
読
に
苦
労
し
な
い
。あ
な
た
の〝
つ

ぶ
や
き
〟
が
思
わ
ぬ
形
で
国
内
を
、

世
界
を
駆
け
巡
る
か
も
…
。

手
軽
さ
で
世
の
中
動
か
す

リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
ミ
ニ
ブ
ロ
グ

ツ
イ
ッ
タ
ー
っ
て
何
だ
？
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ほっと　ブレイク

再 考 和のこころ　世相ウォッチャー　更科　ケイ

日
頃
の
鍛
錬
で
養
う
第
六
感

　

人
に
は
視
覚
、
聴
覚
、
臭
覚
、

味
覚
、
触
覚
の
五
感
が
あ
る
。

こ
れ
に
加
え
、
理
屈
で
は
説
明

で
き
な
い
本
質
を
つ
か
む
感

覚
、
第
六
感
と
い
う
も
の
も
あ

る
。
こ
の
第
六
感
は
、
常
日
頃

か
ら
五
感
を
磨
い
て
い
く
う
ち

に
養
わ
れ
、
い
ざ
と
い
う
と
き

に
働
く
も
の
ら
し
い
。

　

江
戸
し
ぐ
さ
の
な
か
に
は
、

「
ロ
ク
を
養
い
、
ロ
ク
を
利
か

す
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。
江

戸
の
人
た
ち
は
、
朝
、
そ
の
日

に
起
こ
る
こ
と
を
想
定
し
、
夜

は
そ
の
日
を
振
り
返
っ
て
無
事

を
感
謝
す
る
と
い
う
一
日
を

送
っ
て
い
た
と
い
う
。
こ
れ
が

ロ
ク
を
磨
く
コ
ツ
だ
と
説
い
て

い
る
。

　

現
代
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
の
研
究
者

が
、
そ
れ
ま

で
解
明
で
き

な
か
っ
た
問

題
が
あ
る
種

の
ひ
ら
め
き
で
解
決
に
導
か
れ

る
と
い
う
研
究
結
果
を
発
表
し

て
い
る
。
膨
大
な
古
文
書
を
読

み
解
き
、
場
所
を
特
定
し
て
発

掘
を
す
る
考
古
学
上
の
発
見
な

ど
は
ま
さ
に
そ
う
だ
ろ
う
。
ま

た
、
芸
術
分
野
で
は
、
作
者
の

ひ
ら
め
き
に
よ
っ
て
傑
作
が
生

ま
れ
る
こ
と
も
あ
る
。彼
ら
も
、

日
頃
か
ら
研
鑽
を
積
ん
で
い
る

か
ら
こ
そ
、
ロ
ク
を
利
か
す
こ

と
が
で
き
た
の
だ
ろ
う
。

ロ
ク
を
養
い
商
い
の
心
を
会
得

　

江
戸
の
商
人
は
、「
商
い
は

飽
き
（
秋
）
な
い
。
春
夏
冬
、

ま
す
ま
す
繁
昌
」
と
、
自
ら
を

律
し
て
い
た
と
い
う
。
お
客
様

が
来
て
く
だ
さ
る
か
ら
店
を
構

え
て
い
ら
れ
る
、
お
客
様
の
気

持
ち
を
そ
ら
さ
な
い
よ
う
に
す

る
こ
と
が
一
番
だ
と
考
え
て
い

た
。

　

そ
の
心
構
え
が
、〝
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
せ
〟
と
い
う
言
葉
に

凝
縮
さ
れ
て
い
る
。
常
連
客
も

一
見
の
客
も
関
係
な
く
、
お
客

様
を
気
持
ち
よ
く
お
迎
え
す
る

ひ
と
言
だ
。
し
か
し
、
ロ
ク
を

養
っ
て
い
な
い
と
、
同
じ
〝
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
〟
で
も
投
げ

や
り
に
聞
こ
え
た
り
、
た
だ
の

大
声
だ
っ
た
り
も
す
る
。

　

さ
ら
に
は
、
お
客
様
が
ほ
し

い
商
品
を
き
ら
し
て
い
た
場

合
、「
あ
い
に
く
で
す
が
、
只

今
き
ら
し
て
い
ま
し
て
…
」
と

わ
び
る
。
こ
の
と
き
の
申

し
訳
な
さ
を
表
現
す
る
江

戸
し
ぐ
さ
に
、「
お
あ
い

に
く
目
つ
き
」
と
い
う
も

の
が
あ
る
。
店
の
無
調
法

を
目
で
表
現
し
て
わ
び
る

と
い
う
こ
と
ら
し
い
。「
目

は
心
の
鏡
」
と
い
う
言
葉

が
あ
る
が
、
ま
さ
に
そ
れ

だ
。

　

そ
の
上
で
、
物
品
で
あ
れ
ば

「
○
月
○
日
頃
に
は
入
荷
す
る

予
定
で
す
が
、
お
急
ぎ
で
し
ょ

う
か
」、「
至
急
、
取
り
寄
せ
ま

す
が
、
い
つ
頃
ま
で
お
待
ち
い

た
だ
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
」と
、

気
を
配
る
。飲
食
店
で
あ
れ
ば
、

お
客
様
の
好
み
を
推
察
し
て

「
同
じ
よ
う
な
料
理
で
、
○
○

が
あ
り
ま
す
が
い
か
が
で
し
ょ

う
か
」
と
、
提
案
す
る
気
配
り

が
ほ
し
い
と
こ
ろ
だ
。

　

そ
こ
ま
で
の
気
配
り
が
あ
れ

ば
、
お
客
様
も
諦
め
が
つ
く
。

そ
ん
な
店
を
こ
れ
か
ら
も
利
用

し
た
い
と
思
う
だ
ろ
う
。

付
け
焼
き
刃
で
は

　

身
に
つ
か
ぬ
商
い
の
心
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２
学
期
が
始
ま
る
と
同
時

に
、
我
が
家
の
家
庭
内
人
口
密

度
が
激
減
し
、
ひ
と
り
の
喜
び

が
身
に
し
み
る
今
日
こ
の
頃

だ
。
狭
い
リ
ビ
ン
グ
に
家
族
５

人
が
ゴ
ロ
ゴ
ロ
し
て
い
る
だ
け

で
暑
苦
し
く
、
床
に
は
消
し
ゴ

ム
の
カ
ス
や
砂
、
鮭
フ
レ
ー
ク

の
か
け
ら
な
ら
マ
シ
な
方
で
、

納
豆
の
粒
や
娘
の
飼
っ
て
い
る

ハ
ム
ス
タ
ー
の
フ
ン
な
ど
、
信

じ
ら
れ
な
い
も
の
を
踏
ん
で
し

ま
っ
た
日
に
は
、
も
は
や
く
つ

ろ
ぎ
の
場
ど
こ
ろ
か
修
羅
場
。

　
「
俺
が
取
っ
と
い
た
ア
イ
ス

が
な
い
！
」
と
の
声
が
上
が
れ

ば
、
た
ち
ま
ち
そ
こ
は
法
廷
と

化
す
。
被
疑
者
は
た
い
て
い
中

１
の
次
男
で
、「
俺
ち
ゃ
う

わ
っ
！
」
と
激
怒
し
て
み
せ
て

も
、
自
室
の
ゴ
ミ
箱
か
ら
ア
イ

ス
の
包
装
紙
と
棒
と
い
う
動
か

ぬ
証
拠
が
挙
が
り
、「
次
の
ア

イ
ス
は
お
兄
ち
ゃ
ん
に
渡
し
ま

す
」
と
拇
印
つ
き
念
書
を
取
ら

れ
た
り
…
。

　

と
こ
ろ
が
今
年
は
、
新
学
期

の
定
番
で
あ
る
「
学
校
給
食
の

あ
り
が
た
み
に
感
謝
」
の
念
が

薄
い
。次
男
が
中
学
生
と
な
り
、

給
食
の
恩
恵
を
受
け
ら
れ
る
の

は
娘
だ
け
。
長
男
と
２
人
分
の

弁
当
作
り
業
務
が
再
開
し
た
た

め
で
あ
る
。
夏
休
み
中
の
昼
食

は
、
冷
凍
ピ
ラ
フ
・
レ
ト
ル
ト

カ
レ
ー
・
カ
ッ
プ
麺
の
三
択
を

回
し
て
い
た
の
で
、
つ
ら
さ
が

な
お
身
に
し
み
る
。

　

兄
と
弟
、
食
べ
物
の
好
み
が

正
反
対
の
弁
当
２
個
と
い
う
の

が
頭
痛
の
タ
ネ
。
兄
は
何
に
で

も
ケ
チ
ャ
ッ
プ
・
マ
ヨ
ネ
ー
ズ

た
っ
ぷ
り
の
「
お
子
様
舌
」
で
、

当
然
、
野
菜
は
大
嫌
い
。
弟
は

激
辛
の
香
辛
料
も
い
け
る
し
、

自
分
で
育
て
た
キ
ュ
ウ
リ
に
塩

を
か
け
て
丸
か
じ
り
す
る
よ
う

な
粋
な
ヤ
ツ
な
の
だ
が
、「
冷

凍
食
品
は
入
れ
な
い
で
」「
野

菜
も
入
れ
て
」
と
上
か
ら
目
線

で
注
文（
怒
）。
ヘ
ル
シ
ー
志
向

の
中
学
生
っ
て
、ア
ン
タ
何
様
？

　

兄
用
に
か
ら
揚
げ
を
作
り
、

弟
用
に
野
菜
に
肉
を
巻
い
て
焼

き
、
す
き
間
を
埋
め
る
定
番
・

プ
チ
ト
マ
ト
も
兄
に
は
使
え
な

い
の
で
粉
ふ
き
い
も
を
作
り

…
。
毎
朝
、
鬼
気
迫
る
妻
の
後

ろ
姿
を
見
せ
ら
れ
て
い
る
夫

は
、「
嫌
い
な
も
ん
で
も
入
れ

た
ら
食
べ
る
や
ろ
」
と
言
う
。

　

甘
い
っ
！
帰
宅
し
た
兄
の
弁

当
箱
に
は
、
入
れ
た
は
ず
の
な

い
カ
ボ
チ
ャ
の
煮
物
や
ピ
ー
マ

ン
の
炒
め
物
（
明
ら
か
に
肉
だ

け
食
べ
た
残
り
）
が
、
な
ぜ
か

い
つ
も
入
っ
て
い
る
。
友
達
の

石
田
君
に
と
て
も
美
味
し
い
お

か
ず
を
分
け
て
も
ら
う
と
、
カ

ボ
チ
ャ
や
ピ
ー
マ
ン
が
強
制
的

に
つ
い
て
く
る
の
だ
と
い
う
。

　

も
ら
っ
た
と
こ
ろ
で
食
べ
る

は
ず
も
な
く
、
私
の
怒
り
と
共

に
ゴ
ミ
箱
直
行
と
い
う
わ
け
だ

が
、下
手
に
野
菜
を
入
れ
る
と
、

誰
か
の
お
母
さ
ん
に
迷
惑
を
か

け
る
事
態
に
な
り
か
ね
な
い
。

「
う
ち
の
子
は
食
べ
残
し
ナ
シ

の
良
い
子
」
と
信
じ
て
お
ら
れ

る
賢
父
・
賢
母
の
皆
さ
ん
も
、

一
度
、
疑
っ
て
み
る
事
を
お
勧

め
す
る
。

　

こ
ん
な
に
息
子
た
ち
の
弁
当

に
尽
く
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、

た
ま
に
主
婦
ど
う
し
で
ホ
テ
ル

の
ラ
ン
チ
バ
イ
キ
ン
グ
に
行
っ

て
も
ば
ち
は
当
た
ら
な
い
と
思

う
の
だ
が
、
ど
う
だ
ろ
う
か
。

ち
な
み
に
夫
は
早
く
済
ま
せ
た

い
と
の
理
由
で
、
げ
ん
こ
つ
大

の
お
に
ぎ
り
１
個
。
愛
情
以
外

に
手
間
も
お
金
も
か
か
ら
な

い
、
自
慢
の
夫
で
あ
る
。

（
フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー

　
　
　
　
　

佐
藤　

カ
ヲ
ル
）
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愛
情
い
っ
ぱ
い

　

お
弁
当
の
真
実

いっつもかあさん、ときどきライター

なぜか我が家の長男だけには
吠える近所の利口な犬
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北 海 道　011-615-2112

青 森 県　017-722-7002

岩 手 県　019-624-6642

宮 城 県　022-343-8763

秋 田 県　018-835-0020

山 形 県　023-623-4323

福 島 県　024-525-4085

茨 城 県　029-225-6603

栃 木 県　028-625-2660

群 馬 県　027-224-1809

埼 玉 県　048-863-1873

千 葉 県　043-307-8272

東 京 都　03-3445-8751

神奈川県　045-212-1102

新 潟 県　025-283-5900

富 山 県　076-442-0285

石 川 県　076-262-7776

福 井 県　0776-25-2064

山 梨 県　055-232-1071

長 野 県　026-235-3612

岐 阜 県　058-216-3670

静 岡 県　054-272-7396

愛 知 県　052-953-7443

三 重 県　059-225-4181

滋 賀 県　077-524-2311

京 都 府　075-722-2051

大 阪 府　06-6943-5603

兵 庫 県　078-361-8097

奈 良 県　0742-33-3140

和歌山県　073-431-0657

鳥 取 県　0857-29-8590

島 根 県　0852-26-0651

岡 山 県　086-222-3598

広 島 県　082-532-1200

山 口 県　083-928-7512

徳 島 県　088-623-7400

香 川 県　087-862-3334

愛 媛 県　089-924-3305

高 知 県　088-872-4124

福 岡 県　092-651-5115

佐 賀 県　0952-25-1432

長 崎 県　095-824-6329

熊 本 県　096-362-3061

大 分 県　097-537-4858

宮 崎 県　0985-25-1466

鹿 児 島　099-222-8332

沖 縄 県　098-891-8960

H21.9.1 現在

都道府県生活衛生営業指導センター一覧

（
50
音
順
、
９
月
25
日
現
在
）

㈶
全
国
生
活
衛
生
営
業
指
導
セ
ン
タ
ー
賛
助
会
員

アフラック（アメリカンファミリー生命保険会社）
〒163-0456
東京都新宿区西新宿 2−１− 1　新宿三井ビル

株式会社太陽美術
〒135-0024
東京都江東区清澄 2− 7− 11

株式会社ダイワサービス
〒550-0011
大阪市西区阿波座 1− 5− 16　大和ビル

株式会社トーコン・システムサービス
〒113-0033
東京都文京区本郷 1− 18− 6　トーコンビル

アフラック募集代理店（特別）

株式会社ユニバーサルファミリー
〒164-0012
東京都中野区本町 4− 45− 9　ユニバーサルビル

芝サン陽印刷株式会社
〒104-0033
東京都中央区新川 1− 22− 13

社団法人日本サウナ・スパ協会
〒102-0085
東京都千代田区六番町 1 　番町一番館ビル 2階

菅原印刷株式会社
〒111-0051
東京都台東区蔵前 3− 15− 1

タカラベルモント株式会社
〒107-0052
東京都港区赤坂 7− 1− 19　タカラ椅子会館内

日本ハム株式会社
〒141-6014
東京都品川区大崎２−１−１


